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国際展開分野における戦略の方向性について 

 

 

１．国際展開分野における本県の現状について 

(1)本県の主要輸出産業は、機械産業、繊維産業、食品産業 

 (2)本県の主要な輸出先は、米国、中国とともに、インドネシア、タイ等の新興国 

(3)全国水準に比べて本県輸出企業数の割合は低い 

(4)県内企業の海外拠点数は年々増加 

(5)東南アジアでの県内企業拠点数が近年増加傾向 

 (6)全国水準に比べて本県海外進出企業数の割合は低い 

 (7)豊富な地域資源や食文化 

 

２．国際展開分野を取り巻く環境変化について 

２－１．外部環境の変化 

(1)国内人口減少による国内需要停滞の恐れ 

(2)中国、東南アジア等の新興国市場が拡大 

(3)国内企業の海外現地生産比率が増加基調     

(4)世界的な輸出増 

(5)二国間・多国間の自由貿易協定が増加 

(6)為替変動 

 

２－２．内部環境の変化 

(1)金沢港整備が進展し、定期航路数が飛躍的に拡大 

(2)小松空港の国際化 

(3)県内企業の海外生産・販売拠点が増加 

 

 

３．今後十年間を見据えた国際展開分野の戦略の方向性について 

 

課題① 本県輸出企業数の割合の低さ 

→３－１．国内準備の強化 

  ・海外展開企業の裾野を拡大する。 

・海外情報収集や市場調査等を通じて、海外展開する前の準備を強化する。 

 

課題② 国内需要停滞、新興国市場の拡大、豊富な地域資源、世界的な輸出増、 

二国間・多国間の自由貿易協定が増加、金沢港整備進展、小松空港の国際化 

→３－２．海外輸出による海外需要の取り込みを促進する。 

  ・海外向け製品開発 

  ・海外の販路開拓 
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課題③ 本県海外進出企業数の割合の低さ、国内企業の海外現地生産比率増 

    新興国市場の拡大、県内企業の海外生産・販売拠点が増加 

→３－３．県内の雇用維持を前提とした海外進出による外需の獲得を推進する 

・現地での需要開拓 

 

課題④ 米国・中国・東南アジアへの輸出が多い。 

特に東南アジアでの県内企業拠点数増加、新興国市場の拡大 

→３－４．海外展開対象地域や海外のネットワークの広域化を図る。 

  ・市場が急成長している新興国の需要取り込みを積極的に行う 

 

 

 

＜参考資料＞ 

①都道府県別の輸出企業数及び輸出企業割合（中小製造業） 

 

 

②石川県の輸出品目構成（H24） 
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③石川県の輸出地域構成（H24 実績） 

 

 

④国別・地域別 GDP の推移と見通し   ⑤世界の中間層人口の拡大について 
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⑥県内企業の製造拠点数の推移（中国－東南アジア比較） 

 
 

⑦都道府県別の直接投資企業数及び直接投資企業割合（中小企業） 

 


